
　
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
が
著
し
い
乳

児
期
は
、
食
生
活
や
お
口
の
ケ
ア
が
と
て

も
大
切
で
す
。
「
ど
ん
な
離
乳
食
を
作
れ

ば
い
い
の
か
」
「
急
に
食
べ
て
く
れ
な
く

な
っ
た
」
ま
た
、
「
歯
磨
き
は
い
つ
か
ら

ど
う
や
っ
て
す
る
の
？
」
な
ど
の
お
困
り

ご
と
や
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
お
子
さ
ん
の
月
齢
に
あ
っ
た
離
乳
食
の

す
す
め
方
や
ポ
イ
ン
ト
、
お
口
の
成
長
に

あ
わ
せ
た
食
べ
さ
せ
方
や
磨
き
方
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。
悩
み
を

み
ん
な
で
共
有
し
、
大
切
な
こ
と
を
楽
し

く
学
び
、
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！

時
＝
9
月
14
日（
木
）午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
＝
７
カ
月
～
1
歳
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

内
＝
離
乳
食
中
期
・
後
期
に
関
す
る
講
話

と
試
食
（
保
護
者
の
み
）

講
師
＝
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

￥
＝
無
料

持
＝
筆
記
用
具
・
お
茶
・
母
子
手
帳
・
バ

　
日
常
生
活
の
中
で
は
、ペッ
ト
の
鳴
き
声・

テ
レ
ビ
な
ど
の
音
響
機
器・楽
器
類・掃
除

機・洗
濯
機・エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
な
ど
か
ら

「
音
」を
出
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
音
を
近
隣
の
方
が
不
快
に
感
じ
る

と
「
生
活
騒
音
」
と
な
り
ま
す
。

　
生
活
騒
音
に
は
法
的
な
規
制
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
互
い
が
暮
ら
し
の
中
で
発
生

す
る
音
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
「
音
」
へ

の
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
困
っ
た
と
き

・
ま
ず
は
直
接
相
手
に
相
談
を

　

生
活
騒
音
に
悩
ん
で
い
て
も
、相
手
に

直
接
伝
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
で
す
が
、相
手
の
方
も
自
分
が
迷
惑
を

か
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
相
手
に
話
を
し

て
改
善
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
苦
情
を
受
け
た
と
き

・
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

　
自
分
で
は
全
く
気
に
な
ら
な
い
音
で
も
、

他
人
か
ら
す
れ
ば
不
快
に
感
じ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　
非
常
に
困
っ
て
い
る
か
ら
苦
情
を
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
感
情
的
に
な
ら
ず
相
手

の
話
を
謙
虚
に
聞
い
て
、
改
善
で
き
る
と

こ
ろ
は
す
ぐ
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〇
日
頃
か
ら
隣
人
と
の
良
い
お
付
き
合
い
を

　

良
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
れ
ば
、

困
っ
た
時
に
も
話
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
相
手
を
気

遣
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
で
、
快
適
な

生
活
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
＝
環
境
課　
☎
７
３
６
‐
１
１
９
0

ス
タ
オ
ル

員
＝
5
組
程
度
（
先
着
順
）

申
・
問
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み
受
付
中

締
＝
9
月
11
日
（
月
）

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

　

9
月
は
防
災
月
間
。
台
風
や
大
雨
と

い
っ
た
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
毎
年

あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
万
が
一
の
事

態
が
起
こ
る
可
能
性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
対
す
る
備
畜
を
一
定
に
行
う

『
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
』
に
つ
い
て
学

び
、
災
害
時
の
ク
ッ
キ
ン
グ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
災
害
時
の
困
り
ご
と
は
年

代
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
高
齢
の
方
ま
で
、
多
世
代
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
＝
9
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
1
時

所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
＝
２
歳
以
上
の
全
て
の
年
代
の
方（
幼

児・児
童
は
必
ず
保
護
者
も一緒
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
）

内
＝
食
育
講
話
と
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ

￥
＝
300
円（
幼
児・児
童
と
保
護
者
は
１
組
300

円
、子
ど
も
２
人
目
か
ら
１
人
に
つ
き
100
円
）

持
＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
お
箸
・
お
茶
・
上

靴
・
水
分
補
給
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン
、

フ
ォ
ー
ク
（
お
子
さ
ん
な
ど
必
要
な
方
）

員
＝
16
名
程
度
（
申
し
込
み
順
）

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん

申
・
問
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

9
月
1
日
（
金
）
受
付
開
始

締
＝
9
月
19
日
（
火
）

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

　
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
親

が
子
ど
も
を
理
解
し
、
前
向
き
に
子
育
て

に
あ
た
る
方
法
や
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、

前
向
き
な
子
育
て
を
実
践
す
る
手
助
け
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
に
合
わ
せ

た
具
体
的
な
ス
キ
ル
を
参
加
者
と
と
も
に

学
び
ま
す
。

時
＝�

①
９
月
７
日　
②
９
月
14
日　

 

③
９
月
22
日　
④
９
月
28
日　

 

⑤
10
月
６
日　
⑥
10
月
12
日　

 

⑦
10
月
26
日　
⑧
11
月
２
日

全
８
回　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

所
＝
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

対
＝
０
～
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
保
護
者

内
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
た
講
座
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

持
＝
筆
記
用
具

員
＝
６
名

申
・
問
＝
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
７
‐
８
０
３
６

｢

離
乳
食
と
歯
の
教
室
Ⅱ｣

の

お
誘
い

｢

み
ん
な
で
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ｣

の
お
誘
い

「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

の
お
誘
い

教
育
・
子
育
て

教
育
・
子
育
て

詳しくはこちら

く
ら
し
の「
音
」に
気
配
り
を
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～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～
「保幼小中一貫教育だより第 38 号」

豊能町では平成 28 年度からすべての学校・園・
所で「保幼小中一貫教育」に取り組んでいます豊能の風

「とよの未来科」の取組み
～吉川小学校　国蝶・オオムラサキの放蝶～

　６月２９日に吉川小学校の３、４年生が昨年１１月から飼育してきた国蝶・オオムラサキの放蝶会を行い、はじめに、
飼育に際しご指導いただいた小嶋さんが、幼虫から蛹

さ な ぎ

になり成虫になるまでの過程について、写真を見せながら児童に
説明してくださいました。羽化した蝶が一体どのようなものを餌にしているのか、児童たちは興味深々でした。小嶋 
さんによると、オオムラサキは、水、カルピス、焼酎を混合した溶液を１週間発酵させたものに加え、バナナを３分の
１にカットしたものを口にするそうです。飼育小屋では、バナナの代わりにメロンを与えていました。児童は、「甘く
ておいしそうな食事だな」などと感想を述べていました。昆虫の足は６本ありますが、オオムラサキは４本しかないよ
うに見えました。小嶋さんの説明で、退化している足が２本あることを確認することができました。児童たちはしばら
くオオムラサキに触れた後、放蝶する予定でしたが、思うように飛んでいかなかったので、ゲージに戻すことになりま
した。それでもオオムラサキと直接触れ合うことができて、児童たちはみんなとてもうれしそうでした。

令和６年度入園の町立幼稚園児（１号認定）を募集します。
入園基準 児童および保護者が本町に居住し、住民登録していること

募集人員（予定）
（１号認定）

ひかり幼稚園 認定こども園ふたば園
3 歳児 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ 40 人程度 15 人程度
4 歳児 平成 31 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ 8 人程度 15 人程度
5 歳児 平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ 12 人程度 15 人程度

保育料 無料
保育時間 原則として、午前9時～午後2時までですが、4・5歳児は4月から、3歳児は9月から、午後5

時までの預かり保育を利用できます（別途保育料必要）。
通園区域 ・ひかり幼稚園（吉川・ときわ台・光風台・東ときわ台・新光風台）　・ふたば園（町全域）
願書等の配布及
び受付場所

9 月 7 日（木）～ 9 月 25 日（月）　ひかり幼稚園・認定こども園ふたば園・本庁教育委員会　
こども育成課
※郵送・電話による受付は行いません。※吉川支所は、配布のみです。

願書の受付期間 9 月 7 日（木）～ 9 月 25 日（月）　
入園の内定 審査の上、入園を内定（許可）します。
入園予定日 令和 6 年 4 月 10 日（水）
その他 応募は一園のみ。募集人員を超えて入園希望があった場合は抽選
問い合わせ こども育成課　☎ 739-3432
※「豊能町立以外の施設」については、直接施設へお申し込みください。

【園見学会】
認定こども園ふたば園希望ヶ丘６－１８－１（☎739-1577）9月13日（水）午後2時15分～3時15分 9月6日（水）までに園へ電話

で直接お申し込みください。ひかり幼稚園新光風台１－５－１（☎738-4345） 9月8日（金）午後3時～3時30分
※「豊能町立以外の施設」については、直接施設へお問い合わせください。
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子育て世代包括支援センター はぐはぐ  からのお知らせ

豊能町立ふたば園子育て支援 いちごルーム  からのお知らせ

すきっぷは移転しましたすきっぷは移転しました

かんがるぅｍａｍａ【要申込み】

「施設開放」対象＝未就園児（予約不要）

子育て支援推進プロジェクト　

毎月１９日は「育
イ ク ジ

児の日」

かんがるぅｋｉｄｓ【要申込み】

「なかよしデー」対象：未就園児 場所：いちごルーム

（要予約：２日前までに申し込んでください。）

『おひさまルーム〈施設開放〉』【予約不要】

お楽しみ企画【要予約】「羊毛フェルトでマスコット作り」
なかよしひろば【要予約・前日まで】

▶申・問＝☎・FAX738-0255　▶光風台2-20-4　池田泉州銀行光風台出張所

▶問＝☎７３７‐８０３６　▶東ときわ台１－２－６　保健福祉センター内

▶申・問＝☎７３９‐１５７７　FAX７３９－２９６６　▶希望ヶ丘６－１８－１

　子育て支援センターすきっぷは吉川保育所内か
ら池田泉州銀行光風台出張所内へ移転しました。

時＝９月８日（金）午前１０時～
所＝保健福祉センター 2階
対＝�妊娠１５週以降の妊婦、 

おおむね生後６カ月までの親子
内＝妊産婦ヨガ、ベビーマッサージ、交流会など

🍃内　容：�マジックショー 
子ども向けマジシャン「アミティー」

🍃日　時：�９月１９日（火）午前１０時～１１時
🍃場　所：�吉川保育所ホール 

（豊能町吉川２０１）
🍃申込先：�吉川保育所　☎７３８－００７１ 

すきっぷ　　　　☎７３８－０２５５

時＝９月１５日（金）午前１０時～
所＝すきっぷ
対＝�おおむね１歳半～未就園児 

と保護者
内＝親子ふれあい遊び、ヨガ、交流会など

月曜日～金曜日（土・日・祝日はお休みです）
午前１０時～正午、午後２時～３時３０分

時＝９月２８日（木）午前１０時～１１時３０分
所＝すきっぷ　員＝６名　￥＝５００円
締＝９月２１日（木）　講師＝上野佳代子さん

時＝９月６日（水）午前１０時～　所＝すきっぷ
内＝絵本の読み聞かせ　対＝０歳児

９月６日（水）、１９日（火）、２８日（木）の
午前はお休みです。

いちごルームの施設を開放しています。
月～金：午前９時１０分～１１時３０分
月・水・金：午後３時～４時３０分

時＝９月７日（木）午前１０時～１１時３０分
内＝かんてんあそび・身体計測など
持＝タオル・お茶などの飲み物・着替え汚れてもいい服

9月の「育
イ ク ジ

児の日」は吉川保育所でマジックです。

9月の子育てひろば
主催者 ☎／ 日 曜 時　間 催　し 内　容 対象者 持ち物 申込み
ひかり幼稚園
738-4345/7752
▶新光風台1-5-1

4 月 午前１０時～１１時 にこにこタイム 泥んこあそび R3．４．１以前生まれ タオル・水筒・汚れてもいい服・
帽子・出席ノート・上靴 要（1日まで）

園庭開放をしています(月～金午後２時１５分～午後３時３０分)。
ふたば園

739-1577/2966
▶希望ヶ丘6-18-1

14 木 午前１０時～１１時 さんさんくらぶ 造形あそび R３．４．１以前生まれ タオル・水筒 要（１２日まで）
園庭開放をしています(毎週火・木曜日午前９時１０分～１０時３０分)。

吉川保育所
738-0071/7756

▶吉川２０１
14 木 午前１０時～１1時 ぴよっこひろば 運動あそび 6ヶ月～就学前児 タオル・

水筒・帽子 要（１３日まで）
所庭開放をしています。毎週水曜日午前１０時～１１時。９月は２７日（水）のみです。

■幼稚園・保育所・こども園で行っている子育て支援活動です。持ち物など詳しい内容については、主催者にお問い合わせください。

豊能町地域子育て支援センター すきっぷ からのお知らせ

★子育て交流の場として利用してください。

申込はこちら 申込はこちら
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９
月
の
相
談
窓
口 

ー
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ー 

相
談
は
全
て
無
料
で
す

相　　談 日　　時 相談場所

人権相談
人権擁護委員が、皆さまの人権に関する相談をお受けします。直接、相談場所へお越しください。
� 問＝住民人権課（☎739-3402）

１1日（月） 午後１時30分～3時30分 吉　川　支　所

生活人権相談

人権に関する問題や、配偶者や恋人からの暴力、生活に関する悩みごとなどの相談をお受けします。
� 問＝とよの人権地域協議会（☎743-3964）

毎週木・土曜日 午前９時～午後５時
（※施設休館時は休止）

西公民館
毎週火・金曜日 ふれあい文化センター

ひとり親家庭などの相談
（要申込み）

就労支援、子育て支援、養育費、離婚前などの相談を、大阪府母子自立支援員がお受けします。電話相談は随時お受けします。
� 申＝池田子ども家庭センター生活福祉課（☎752-7948）　問＝福祉相談支援室（☎738-7770）

障害者（福祉サービス）相談
（要申込み）

� 申＝福祉相談くすのき（☎752-1831）　問＝福祉相談支援室（☎738-7770）
6日（水） 午後１時～４時 保健福祉センター

認知症・介護相談
物忘れ、受診しにくい、受診したがこれからどうしたらいいか迷っているなど、認知症について、本人
や家族からの相談をお受けします。� 問＝地域包括支援センター（☎733-2800）

毎月第1火曜日（要予約） 午後２時～４時（１人30分程度） 地域包括支援センター

行政相談
（要申込み）

国の行政全般について行政相談員が相談や意見・要望を受け付け、公正・中立な立場から関係行政
機関に必要なあっせんを行います。� 問・申＝秘書人事課（☎739-3413）

相談日 申込み締切日 午前10時～正午 役　場　本　庁20日（水） 15日（金）

法律相談
（要申込み）

多重債務、訪問販売などの消費者被害、離婚やDVなどの夫婦関係、児童虐待、遺産相続などの法律的な
事柄について、大阪弁護士会所属弁護士が相談をお受けします。� 問・申＝秘書人事課（☎739-3413）

相談日 申込み締切日
午後１時～４時
（１人30分） 吉　川　支　所12日（火）   8日（金）

26日（火） 22日（金）

障害者雇用相談 就労支援コーディネーターが、就労支援相談をお受けします。� 問・申＝農林商工課（☎739-3424）
20日（水） 午後1時～5時 保健福祉センター

教育相談

学習や進路・学校生活の悩み、進学資金など、教育全般についての相談を、教育専門主事がお受
けします。電話相談も受け付けています。
� 問＝西公民館　教育相談室（☎738-5399）または義務教育課（☎739-3427）

毎週火曜日
午前９時～正午
午後１時～５時

義務教育課　教員相談窓口（豊能町役場１階）
毎週・金曜日、第２土曜日 西公民館　教育相談室

第４土曜日 中央公民館　教育相談室

児童家庭相談

養護や育成、児童虐待に関することについて相談をお受けします。電話相談も受け付けています。
� 問＝こども育成課（☎739-3432）

毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 こども育成課　児童家庭相談窓口
「ここそら」：子育てなどの相談を臨床心理士がお受けします。� 問＝こども育成課（☎739-3432）

13日（水） 午前10時～午後４時 保健福祉センター

お困りごと相談 身近なことで相談したいときは、担当の民生委員・児童委員をご紹介します。
� 問＝福祉課（☎739-3420）
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